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る左腕について当初 Th が動かし、その動かす感じを Cl が強く感じるように徐々に移し
- 4 -
ていった。Th が左腕を少し持ち上げた後、Cl が自分で動かせる範囲で主動的な動作を試





















間隔(R-R 間隔)を実測し算出された N-N 間隔の標準偏差(SDNN)という時間領域指標と心
拍変動という時系列データについて周期毎の強度(振幅)を分析するスペクトル分析によっ




































床動作学会(編)： 臨床動作法の基礎と展開, 251-258, コレール社, 2000．
長谷川明弘・ほか：臨床動作法が奏効した原発性結合筋痛症候群の１例，心療内科，5(4)，
265-271，2001．
長谷川明弘・ほか：「からだ」と「こころ」をつなぐ心理療法のかたち，心療内科学会誌,
7(1)，33-36，2003．
飯森洋史・ほか：顔系への臨床動作法と自律神経機能，，心療内科，10(3)，196-201，2006．
川村則行：自己治癒力を高める，講談社ブルーバックス，1998．
成瀬悟策：臨床動作学基礎，学苑社，1995．
成瀬悟策：姿勢のふしぎ，講談社ブルーバックス，1998．
成瀬悟策：動作療法，誠信書房，2000．
成瀬悟策：動作のこころ，誠信書房，2007．
鶴光代：臨床動作法への招待，金剛出版，2007．
日本臨床動作学会(編)：臨床動作法の基礎と展開，コレール社，2000．
